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石川依久子先生を偲んで

藻類 Jpn. J. Phycol. (Sôrui) 63: 201-205, November 10, 2015

　2015 年 5 月 29 日，石川依久子先生は進行性の肺がんによ
り，入院先の都立多摩総合医療センターでご逝去なさいまし
た。享年 82 歳でした。
　石川先生は東京学芸大学に在職中の 8 年間に，日本藻類学
会の編集長を２期，そして会長を１期勤めました。当時，生物
学教室の助手であった私は，藻類学会の幹事役として接する
機会も多く，先生の人となりをよく知ることとなりました。私
にとって石川先生を語ることは，一藻類研究者を語ることでは
なく，波瀾万丈の歴史を生きた一人の人間を語ることのように
思えます。
　石川先生は 1933 年に東京の東中野に生まれました。旧姓
は志平です。この年に日本は国際連盟を脱退し，世の中は次
第に暗い時代へと動き始めます。それでも小学校へ入学した
頃までは，父親が日本橋で薬問屋を営む裕福な家庭の少女と
して幸せに暮らしていました。小学校２年生になった時，日
本は米国，英国と戦争を開始し，５年生の時に終戦となりまし
た。この間に母親を亡くし，学童集団疎開先の諏訪では飢え
と寒さの中で堪え忍ぶ毎日を過ごし，やっと東京へ戻れば焼
け野原で家はない，父親も商売ができなくなり，貧しい暮らし
の毎日 ･･･ という天地が逆転したような体験をわずか４年の間
に小さな女の子は体験したのです。集団疎開当時の過酷な生
活を少女志平依久子は日記に付けていて，これを後に当時の
担任の先生が出版した小本があります（関根・石川　1988）。
大切にしまわれていた鉛筆書きの日記をオフセット印刷した
貴重なものです。自分ではどうすることもできない，大人に言
われるがままに生きていた小学 5 年生の実録には，今の世の
中に生きる者にとって信じ難いものがあります。また，晩年の
2012 年には小学校の同級生と戦争体験を書いた本も出版して
います。幼少の時に感じとった社会と暮らしの大きな変動は，
その後の石川先生の藻類研究者としての生き方にも大きく影
響を与えていたように思われます。
　終戦直後の学制は現在とは異なっており，先生は中学を受
験します。桜蔭高等女学校へ入学し，ここで６年間を過ごし

ました。科学に興味を持ったきっかけは，闇市で買ってもらっ
たぼろぼろの雑誌「子どもの科学」だったそうです。高等部
では理科の先生とよく植物採集をしたそうです。
　植物に興味を持っていた石川先生は 1952 年，東京教育大
学理学部生物学科に進学します。1950 年代初頭の男性の大
学進学率は 13.2％に対し，女性の進学率は 2.4％でした。そ
の内，女性の半数は女子大へ入学していましたから，男女共
学の大学での石川先生は，とても目立つ存在だったでしょう。
教育大の同級生諸氏の話では，すぐに学内のマドンナ的存在
になったそうですが，これはうなずけます。先生はやがて，種
子の発芽生理を研究する石川茂雄先生の研究室に出入りする
ようになり，あちこちの山へ登り種子の採集をするようになり
ます。この時とった杵柄でしょうか，学芸大へ着任後の植物
野外実習では，足のふらつく学生を尻目に，一人山道を進む
勇姿がまま見られたものでした。もちろん臨海実習でもこの
健脚は冴え渡り，石川先生が学芸大へ来られる前と比べると，
実習での採集場所の範囲は格段に広がりました。
　石川茂雄先生は藻類の研究も手がけていて，その紹介で東
京大学農学部水産学科の荒崎盛敏先生の研究室へ通うように
なりました。この出会いこそが石川依久子先生を藻類大好き
人間に仕立てるものだったのです。荒崎先生の机の上に置か
れたすすけた茶碗の中に，カサノリがペットのように飼われて
いたそうです。石川先生は，その不思議な姿に感動しました。
そして，卒論テーマはカサノリの “花” が咲くことと日長効果
の関係となりました。石川依久子先生と言えばカサノリ，カサ
ノリと言えば石川依久子先生の関係はこのときに始まったの
でした。
大学卒業後も荒崎先生の下で研究生となって，ヒトエグサや
アオノリの形態や生殖についての研究を行います。ただ，こ
の時代に女性が研究を続けること，まして大学院へ進学する
ことについて，世の中の風当たりは想像以上に強いものでし
た。女性は早く結婚して子どもを産むのが幸せであるという
考え方が根強く残っていた時代です。そのような中，先生は



202

いつしかアメリカ行きを考えるようになったそうです。
　1959 年にアメリカ留学を果たします。当時，女性が留学す
ることはたいへん珍しく，大壮行会が行われました。渡航船
が旅立つ港には，日本藻類学会創設の中心人物である山田幸
男先生が北海道から見送りに来てくれて，たいそう感激した
そうです。渡米にあたっては，父親には修士号を取りに行くと
は言えず，ただ勉強しに行くと話していたそうです。アメリカ
では東大応用微生物研究所（応微研）の田宮博先生の紹介で，
メリーランド大学の Krauss 教授の研究室でクロレラの培養を
行い給料をもらいながら，マスターコースに通いました。才女，
石川先生にとっても言葉や，米国人の手書きの文字の解読に
は壁があり，猛勉にも関わらず修士号を取得したときには 3
年半の月日が過ぎていました。ただ，この間，ジョーンズホプ
キンス大学にポスドクとして在籍していた，石川茂雄先生の
義弟にあたる石川晋次氏と会う機会が何度もあり，楽しい時
も過ごされていたようです。
　1962 年に帰国し，翌年石川晋次氏と結婚。この後，論文の
英文著者名は全て Shihira-Ishikawa となりました。東大応微
研で長谷栄二先生の下，米国から持ち帰ったクロレラ株を用
いて，葉緑体の退化と再形成の生理学的研究を始めます。東
大の博士課程に入学し学位取得を目指しました。しかし，研
究をまとめる時期に 2 人目のお子さんが誕生し，取得を断念
します。悪いことは続くもので，1968 年に起きた東大紛争の
渦中，東大医学部で生化学の研究をされていた夫の晋次氏が
心労に次ぐ病魔に倒れ，1 年の闘病の後 1970 年に死去されま
す。紛争は応微研にも飛び火し，石川先生は戻る場所がなく
なりました。女手一つで２人のお子さんを育てるため，藻類研
究を休止して国立がんセンターで補助員として働くことになり
ました。
　1973 年，東京医科大学へ移られた長谷先生に呼ばれます。
ここでは微生物学の指導をしながら，ご自身ではユーグレナの
葉緑体の退化と再形成の研究を行いました。1977 年に応微研
と東京医大での研究成果をまとめ，「ユーグレナ及びクロレラ
の葉緑体の退化と再形成」という論文で，古巣の東京教育大
で博士号を取得されました。このときですら，お子さんは 12
歳と 10 歳でしたから学位論文完成には血の滲む努力があった
ことは想像に難くありません。
　1978 年に大阪大学教養学部に助手として採用されます。教
養学部とは一般教養を教える部門で，研究における講座制は
なく，卒論学生もとりません。このため石川先生は思う存分
一人で好きな研究に取り組むことができました。このとき選ん
だ研究材料が，長年思いを募らせていたカサノリでした。11
年間の在職中にカサノリやホソエガサにおける核と染色体の
挙動やシスト形成における微小管について，電子顕微鏡や蛍
光顕微鏡を用いて，細胞学的な切り口から研究を行いました。
この時代，阪大の八鹿寛二先生や東大の黒岩常祥先生との出
会いが石川先生の研究をテクニカルに深める契機になりまし
た。また 1980 年にはドイツの Max Planck 研究所に長期滞
在，1982 年にはナポリの海洋研究所でカサノリのシストにお

ける配偶子形成と放出について研究を行い，国際的な知名度
も上がりました。
　1989 年に東京学芸大学へ教授として着任します。ここで初
めて多くの学生や院生の研究の指導をすることになりました。
研究対象はカサノリやホソエガサだけでなく，同じカサノリ目
のウスガサネやフデノホ，巨大単細胞藻であるオオバロニア，
そして珪藻の Pleurosia やラン藻のスピルリナへと広げられ
ました。元々フィールドが大好きな先生でしたから，しばしば
研究室の学生を連れて採集へ出かけられていました。特に沖
縄と富山湾は足繁く通われた場所でした。沖縄では香村眞徳
先生との交流を深め，富山へは学生を車に乗せアルプス越え
のドライブをされていました。また，学芸大地学教室で化石
生物を研究されていた猪郷元久先生との出会いは，石川先生
の “カサノリワールド” を 2 億 5 千万年のスケールに拡大さ
せることになりました。
　「藻類」の編集長をしていた 1992 年の終わり頃，学会誌を
英文誌と和文誌の２本立てにする議論が始まりました。そこで
問題となったのは学会の財政です。これを援助するため，藻
類の絵はがきを作成し，それを売って収入にすることが企て
られました。93 年以降，３つの海藻シリーズ，SEM 写真に
よる微細藻シリーズ，鼓藻類シリーズ，養殖海藻シリーズが

「藻類絵はがきの会」から出版されましたが，この発起人となっ
たのは石川先生でした。途中「絵はがきの会」は「企画委員会」
と名称を変え，藻類スライドの企画販売も行いました。これを
リードしたのも石川先生の，「藻類の素晴らしさをもっと広く
人々に知ってもらいたい」という強い気持ちでした。教員養成
系大学である学芸大の気質と，石川先生の藻類啓蒙普及の気
持ちがよくマッチしたのかもしれません。在職中に「海苔」「寒
天」「ワカメ」の海藻ビデオ３部作の製作にも意欲的に取り組
みました。専門外の海藻でしたが三浦昭雄先生や寒天・ワカ
メ企業をカウンターパートナーとして，撮影のため日本各地を
飛び回りました。
　1997 年に日本藻類学会の会長に就任し，同年学芸大を退
官，マリンバイオ研究所に顧問として勤めます。この頃より「国
際藻類センター」構想が沸き起こります。これは藻類の素晴
らしさを世界へ知らしめ，同時に研究を深めるための組織と
建物を作る構想で，石川先生はこの実現のために奔走します。

「藻類」47 巻に掲載された “シリーズ最終講義” の中で石川
先生は実現への夢と決意を語っておられます。しかし，その後，
大阪に建築が予定されていたセンターは，計画規模の縮小に
伴い場所が沖縄に変更され，最終的にはそれすらも日の目を
見ずに終わってしまいました。計画があと 10 年早かったら，
バブル成長期の日本に国際藻類センターは燦然と輝いていた
ことでしょう。そう思うと残念でなりません。
　その後，東京農工大学で客員研究員を６年勤めます。ここ
では土壌藻類としてのラン藻の研究などをされています。こ
の時期にも藻類への思いは深く，戦時中に製作されたニュー
ス映画「戦争と海藻」を掘り起こし藻類学会の大会で上映さ
れたり，2002 年に一般啓蒙書「人も環境も藻類から」を出版
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し藻類の重要性を世の中にアピールされたりしました。
　2005 年からは理化学研究所脳科学総合研究センターの宮
脇敦史副センター長が率いるチームで特任研究員として，カ
サノリ配偶子の超高速ビデオ顕微鏡観察を行い，接合におけ
る配偶子間の優雅なダンス風景を明らかにしました。また，
藻類という「生きもの」を知る研究者として，知識や材料の
提供を人生の最後まで行いました。その傍らで，2012 年には
東日本大震災で被災を受けた吉崎誠先生の海藻標本保全募金
を提案し，2013 年には藻類を知らない一般の人向けとして，
藻類の位置づけを示すチャートを「藻類」誌上で発表してい
ます。
　2014 年 9 月の或日，石川先生が久しぶりに私の研究室を
訪れ「今度『カサノリの世界』という本を出版します。実は
数ヶ月前に癌に罹っていることがわかり，遺書のつもりで書き
ました」と言われました。本書の詳細は，嶌田智氏が「藻類」
62 巻 3 号に紹介文を書かれていますが，この本にはカサノリ
の生物学だけでなく，先生ご自身の自然科学に対する思いが
あちらこちらに盛り込まれています。それは，変わり果てた戦
後の世の中で，美しさと不思議さに満ちた藻類に心を惹かれ，
自然に対する敬意を持って科学の研究を続けた先生の最後の
メッセージでもあります。日本の藻類学の父と言えば，岡村
金太郎，遠藤吉三郎，宮部金吾など明治から活躍した研究者
の名前があがるでしょう。父があるのなら母があってもよさそ
うです。石川先生が長きにわたって藻類に注ぎ込んだ思いは，
正に「日本の藻類学の母」の愛情といってよいのではないで
しょうか。
　最後に，石川先生のご逝去を悼み，心からご冥福をお祈り
いたします。
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